
府教委「全国一斉学力調査」対策にかかわって、

泉北教組が確認を求め、各地教委が回答した事項
☆忠岡町教育委員会とは全項目確認（２０１４年１０月２３日）

☆和泉市教育委員会とは②③を除き確認（２０１４年１０月２４日）。

②③については協議中。

☆高石市教育委員会とは全項目協議中

①市町教委が、学校が自主的に編成する教育課程に介入することはない。

【忠・和】

②町教委が 学校に 学力向上計画 の作成・提出を押し付けることはない 学、 「 」 。「

【忠岡】力向上計画」を作成するかどうかは、各学校の自主的判断である。

③町教委は 「学力向上計画」の様式例を示すが、あくまで例示にすぎない。、

【忠岡】

④「学力向上計画」の対象学年は、各学校の判断である。小学校５年生や中学

【忠・和】校２年生だけでも良い。

⑤読み書き計算の徹底反復指導、基礎プリント、力だめしプリント、１００ま

す計算、モジュール授業などの指導方法や教育内容を、市町教委として各学

【忠・和】校に押し付けるものではない。

⑥学校訪問は、学校支援のための訪問であり、各学校の承諾を得て行い、課題

に応じた支援や相談を行うもので、一方的に学校に課題をおしつけたり、決

【忠・和】めたりするものではない。

⑦学校訪問によって、各学校の教育内容・指導方法・教育課程などの教育活動

【忠・和】に介入したり、干渉したりするものではない。

【忠・和】⑧学校訪問によって、授業公開などを一方的に求めることはない。

⑨学校訪問のとりくみは、勤務時間内で終了するものであり、過重な負担を強

【忠・和】いるものではない。

【忠・和】⑩今後とも、泉北教職員組合と十分協議する。
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「集団的自衛権」の行使反対。教え子を再び戦場に送るな。

教育のつどい大阪2014

教科別分科会 11月１日(土)9:30
豊中市立大池小学校

問題別文科会 11月16日(土)9:30
箕面市立第三中学校


